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10件

予算

12件

条例

53件

事件議決

１件

議員提出

12月12月
定例会定例会

上程された議案等

2025年
12/1～12/22

～３つの挑戦～
１ 都市全体の「元気度を上げていく」

観光コンベンションシティ山口の推進
　人口減少局面においても、交流人口や観光消費の拡大による地域経
済の底上げを図り、「住んでよし、訪れてよし」の観光地域づくりを進める。
本市の個性や特徴をさらに磨き発信しつつ、第一次産業との連携も一
層強化しながら、10月から本番を迎える「山口デスティネーションキャン
ペーン」の取組を進める。また、パークロード周辺の教育文化施設の連携、
湯田温泉の振興、新山口駅周辺の利便性向上などの施策を検討していく。

２ スマートなまち

スマートシティの推進
　人口減少・高齢化に対応し、デジタル技術を活用して「ずっと元気な山
口」の実現を目指す。そのために、公共施設等総合管理計画を整理し、重
複する機能を持つ公共施設の複合化や適正な規模への縮小、老朽化し
た施設の除却などの再構築を進める。さらに、行政サービスの仕組みを
分かりやすく再構築し、地域交流センターの機能強化にも取り組む。

３ 選ばれるまち

定住促進と県都づくりの推進
　若者定住の受け皿づくりや、安心して住み続けられる日常
生活圏の形成を進める。また、今後の方向性の一つとして、南
部地域での「（仮称）南部10,000人プロジェクト」を構想しており、
交通利便性を生かした定住促進を検討していく。さらに、山口
県農業試験場跡地や山口県立大学南キャンパス跡地の利活用、
第４期山口市中心市街地活性化基本計画の策定、農山村エリア
への移住・定住促進、幹線道路の整備促進による土地利用の検
討など、今後の第三次山口市総合計画の中で具体化を図る。

「（仮称）南部10,000人プロジェクト」とは？
　交通利便性の高さを有する南部地域において、小郡、川東、川西の３つの各エリアの地域特性を生かした定住促進の
取組により、人口減少下にあっても、南部地域全体として人口を10,000人増加させていくプロジェクト。
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伊藤市長 ２期目の施政方針

ずっと元気な山口
～新たなまちづくりモードへ～

具体的な方向性を問う！

１件

委員会提出
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令和７年度 補正予算を審査！

令
和
８
年
度
予
算
編
成
方
針

令
和
８
年
度
予
算
編
成
方
針

予算編成方針
市公式ウェブサイト

「新たな挑戦　元気山口」予算
　令和８年度予算編成方針が公表され、「活力と魅力にあ
ふれた選ばれる県都づくり」「持続可能でスマートなまち
づくり」「安全・安心の暮らしの基盤づくり」の３つを基
本方針とする「新たな挑戦 元気山口」予算と位置付けら
れました。

予算編成の方向性について質問しました
問 ���「持続可能でスマートなまちづくり」について、限られた経営資源の中で真に必
要なサービスの質を確保するとされているが、物価高騰の状況を踏まえると、こ
れまでと同じ額の予算では、同じサービスの質を確保するのは難しいのではな
いか。

答 ��物価高騰等の外部要因による事業費への影響もある中、ＰＤＳ（プラン・ドゥー・
シー：計画・実行・評価）サイクルによる事業評価を踏まえた事業の重点化や見直
しについては、より一層の見極めが必要になるものと考える。事業の実施方法
の工夫により精査が可能な経費や、施設の維持管理
など、運用面での見直しが可能な経費については、こ
れまで以上の精査を行い、限られた経営資源の中で
も、真に必要なサービスの質を確保しながら令和8年
度の予算編成を進めていきたい。

消防車庫の建設
　災害発生時の的確な出動体制や参集時における駐車場所の確保などの課
題の早期解決と、近年の建築資材調達や人材確保難を踏まえ、早期に契約手
続を進めるため、徳佐分団２部及び大殿分団の消防車庫建設工事について、
令和８年度に※債務負担行為を設定することを確認した。

物価高騰に伴う学校給食費への対応
　前定例会でも増額補正の議決をしたところでは
あるが、物価高騰により学校給食の食材費が大き
く上昇しており、引き続き保護者負担を増やすこ
となく安定して給食を提供するた
め、追加補正することを確認した。

亀山地区の急傾斜地崩壊対策工事
　山口市中央消防署の解体工事に併せ、裏山か
らの土砂崩壊による被害を防ぐための対策工事
を実施するに当たり、有利な地方債を活用するた
め、令和８年度に※債務負担行為を設定することを
確認した。

〇早期着工の姿勢を評価するとともに、早期の事業効
果の発揮を期待する。

指摘・要望指摘・要望

〇全ての子どもたちに栄養価の高い給食が提供
されるよう、柔軟な対応を求める。

指摘・要望指摘・要望
〇財政的な負担を減らす取組であると理解する。
指摘・要望指摘・要望

計画 実行

評価

※債務負担行為
　事業が単年度で終了せず、後年度にも支出しなければ
ならない場合に、あらかじめ後年度の支払いを約束する
予算を定めること。

やまぐち市議会だより　2026.23



山口市経済対策第18弾  補正予算可決！

議員定数削減 ! 賛否割れる !  次期市議会議員選挙から定数32人へ

「『強い経済』を実現する総合経済対策」重点支援地方交付金
【予算規模　総額 約25.6 億円】 　

国
の
「『
強
い
経
済
』
の
実
現
に
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け
た
総
合
経
済

対
策
」
に
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、
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案
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た
。
こ
れ
ら
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つ
い
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ま
し
た
。

山口市経済対策
第 18弾

市公式ウェブサイト

問 ��全国的に「おこめ券」が話題となっている中、なぜ本市ではプレ
ミアム付商品券を選択したのか。

答 ��本市にはお米の生産者が多いという実情や、各世帯によって
主食の種類や食料品の支出構成が異なること等を総合的に踏
まえ、お米に限定した支援ではなく、食料品全般の物価高騰に対応できる支
援として、プレミアム付商品券の発行支援を選択した。

問 ��低所得者世帯に対する支援についてどのように考えているのか。
答 ��低所得者世帯に対し１世帯あたり１万円の給付を実施する予定としている。
問 ��なぜこども食堂に対する支援メニューを選択しなかったのか。
答 ��子育て世代への支援は、学校給食の安定的な提供が急務で
あると判断し、全体的かつ公平に支援を届けることを重視し、
学校給食食材費の高騰分への対応を選択した。こども食堂の
支援は、引き続き状況把握等に努めていきたい。

問 ��議会活性化充実協議会の議論は何だったのか。次期選挙の立候補予定者への周知期間が短いのではないか。
提案が遅いのではないか。

答 ��議会活性化充実協議会は多数決で結論を出す場ではないため最終的な結論には至らなかったが、会議の中では
定数削減を求める意見が多かった。市町合併から20年という節目を迎える中で、人口減少や財政状況、市民生
活の現状を踏まえ�議会として提案する責任があると判断した。周知期間については明確な基準はなく、手続上
の問題はないと考えている。

問 �議員定数を「32人」とした具体的な根拠は何か。
答 ��定数を34人とした約５年前から人口が約6,000人減少していることや、人口規模に応じた定数の考え方を踏まえ、
さまざまな意見から総合的に判断した。

　市議会議員の定数を現在の34人から32人に変更する「山口市議会議員定数条例の一部を改正する条例」が、
３会派の議員３名の連名で議員提出議案として提案されました。活発な議論の末、賛成21名、反対６名、退
席３名の賛成多数で可決されました。次期市議会議員選挙から議員定数は32人です。

議 案 提 出 ま で の 経 緯
令和６年９月：	議長の諮問機関として議会活性化充実協議会を設置
� �　議員定数の在り方について会議を６回開催し、人口規模や面積、財政状況が類似する他

市の資料などを基に協議を行った。
� �　協議の結果、人口規模等を踏まえ議員定数の削減が望ましいとする意見が半数以上を

占めた一方で、市域の広さを考慮し現状維持とする意見や、一部、定数の増加を求める意
見もあった。議員定数に対する考え方は議員ごとに異なり、全会一致による結論には至ら
ず、多数決を用いない協議会の方針を踏まえ、現時点で結論を出すことは困難であるとの
判断に至った。

令和７年６月：	�議会活性化充実協議会が議長に答申
� �　議員定数について削減すべきもしくは削減が望ましいとする意見が半数以上を占めた

が、統一的な見解を示すことができなかったことを答申した。
令和７年12月：	令和７年第４回山口市議会定例会に議員提出議案として提出

やまぐち市議会だより　2026.2 4



議案等議案等のの審議結果審議結果■■■■■■ 全員賛成全員賛成でで可決可決したした議案議案
予　　　　　算

●令和７年度山口市一般会計補正予算（第７号）
●令和７年度山口市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
●令和７年度山口市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
●令和７年度山口市介護保険特別会計補正予算（第２号）
●令和７年度山口市水道事業会計補正予算（第２号）
●令和７年度山口市一般会計補正予算（第８号）
●令和７年度山口市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
●令和７年度山口市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
●令和７年度山口市介護保険特別会計補正予算（第３号）
●令和７年度山口市一般会計補正予算（第９号）

条　　　　　例
●山口市使用料、手数料徴収条例の一部を改正する条例
●山口市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に

関する基準を定める条例等の一部を改正する条例
●山口市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定

める条例
●山口市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める

条例
●山口市廃棄物の処理及び清掃に関する条例及び山口市環境基

本条例の一部を改正する条例
●阿東ふるさと交流促進センター設置及び管理条例を廃止する

条例
●山口市建築物における駐車施設の附置及び管理に関する条例

の一部を改正する条例
●山口市火災予防条例の一部を改正する条例
●山口市特別職の給与に関する条例の一部を改正する条例
●山口市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

事　件　議　決
●字の区域の変更について
●市道路線の認定について
●山口南総合センターの指定管理者の指定について
●山口ふれあい館の指定管理者の指定について
●やまぐちリフレッシュパークの指定管理者の指定について
●やまびこ学級の指定管理者の指定について
●すずみ学級の指定管理者の指定について
●すずみ第２学級の指定管理者の指定について
●うえき学級の指定管理者の指定について
●みなみ学級の指定管理者の指定について
●しょうだ学級の指定管理者の指定について
●ひめやま学級の指定管理者の指定について
●さわやか学級の指定管理者の指定について
●もみじ学級の指定管理者の指定について
●もみじ第２学級の指定管理者の指定について
●もみじ第３学級の指定管理者の指定について
●なかよし学級の指定管理者の指定について
●わくわく学級の指定管理者の指定について
●くすのき学級の指定管理者の指定について
●たんぽぽ学級の指定管理者の指定について
●はばたき学級の指定管理者の指定について
●はちのこ学級及びはちのこ第２学級の指定管理者の指定について

●山口市小鯖高齢者生きがいセンターの指定管理者の指定について
●山口市大内高齢者生きがいセンターの指定管理者の指定について
●山口市宮野高齢者生きがいセンターの指定管理者の指定について
●山口市吉敷高齢者生きがいセンターの指定管理者の指定について
●山口市平川高齢者生きがいセンターの指定管理者の指定について
●山口市陶高齢者生きがいセンターの指定管理者の指定について
●山口市鋳銭司高齢者生きがいセンターの指定管理者の指定に

ついて
●山口市名田島高齢者生きがいセンターの指定管理者の指定に

ついて
●山口市秋穂二島高齢者生きがいセンターの指定管理者の指定

について
●山口市嘉川高齢者生きがいセンターの指定管理者の指定について
●山口市佐山高齢者生きがいセンターの指定管理者の指定について
●山口市小郡高齢者生きがいセンターの指定管理者の指定について
●山口市小郡高齢者生きがいセンターさるびあ館の指定管理者

の指定について
●山口市串地区老人作業所の指定管理者の指定について
●山口市老人福祉館及び山口市山口児童館の指定管理者の指定

について
●山口市老人憩の家嘉泉荘の指定管理者の指定について
●山口市老人憩の家潮寿荘の指定管理者の指定について
●山口市宮野地域交流ステーションの指定管理者の指定について
●山口市働く婦人の家の指定管理者の指定について
●道の駅あいおの指定管理者の指定について
●道の駅「きらら　あじす」の指定管理者の指定について
●山口市阿東総合交流ターミナルの指定管理者の指定について
●山口市新本庁舎市民交流棟新築工事の請負契約の締結について
●山口市本庁舎解体工事（２工区）の請負契約の一部を変更す

ることについて
●平川地域交流センター新築工事の請負契約の一部を変更する

ことについて
●道の駅仁保の郷大規模改修工事の請負契約の一部を変更する

ことについて
●移動式排水ポンプの取得について
●損害賠償の額を定めることについて
●副市長の選任について（敬称略）
　　原田 憲一（新任）
●監査委員の選任について（敬称略）
　　石髙 雅美（再任）
●監査委員の選任について（敬称略）
　　山田 豊成（新任）

委 員 会 提 出
●地方自治法第180条第１項の規定による市長専決処分事項の

一部を改正する告示

■■■■■■ 賛否賛否がが分分かれたかれた議案等議案等とと審議結果審議結果（○は賛成、×は反対、―は退席）

件　　名
審議
結果

未
来
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都
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会
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ラ
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本
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地
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政
党 

や
ま
ぐ
ち
の
風

条　　例

山口市教育委員会の委員の定数を定める条例の一部を改正する
等の条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 × ○

山口市議会の議員の議員報酬及び非常勤の職員の報酬並びに費
用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議員提出 山口市議会議員定数条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ × ○ ― ○ × ○

各議員の表決態度を市議会ウェブ
サイトで確認することができます。
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い
て
は
、
概
ね
当
初
の
想
定
ど
お
り
推

移
し
て
い
る
。
な
お
、
手
続
完
了
ま
で
に
か
か
る
滞
在
時
間
は
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
効
果
を
測
る
た
め
の
職
員
に
よ
る
体
験
調
査
の

結
果
、
旧
庁
舎
で
は
１
時
間
56
分
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
お
く
や

み
窓
口
で
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
に
よ
り
54
分
と
な
り
、
御
遺
族
の

負
担
軽
減
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
考
え
る
。

　
引
き
続
き
、
よ
り
満
足
度
の
高
い
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き

る
よ
う
努
め
る
。�

（
担
当
部
局
：
地
域
生
活
部
）

　
山
口
市
議
会
で
は
、「
総
務
」「
教
育
民
生
」

「
生
活
環
境
」「
農
林
建
設
」「
予
算
決
算
」

の
常
任
委
員
会
を
設
置
し
、各
委
員
会
が

所
管
す
る
部
局
の
議
案
や
業
務
等
の
審

査・チ
ェッ
ク
を
し
て
い
ま
す
。

各委員会の所属議員、
所管する部局、日程など、
詳しくは市議会ウェブ
サイトに掲載しています。

à̀laatrc
e委員会 ア・ラ・カルト　

近
年
頻
発
す
る
大
雨
災
害
に
よ
る
甚
大
な
被
害
を
踏
ま
え
、
内
水
氾
濫
に
よ
る
浸
水
被

害
の
軽
減
を
目
的
と
し
て
移
動
式
排
水
ポ
ン
プ
を
取
得
す
る
。
ポ
ン
プ
は
１
分
間
で
約
45

ト
ン
の
排
水
能
力
を
有
し
、
水
位
セ
ン
サ
ー
に
よ
り
設
定
水
位
に
達
す
る
と
自
動
で
起
動

し
、
水
位
が
低
下
す
る
と
自
動
停
止
す
る
機
能
を
備
え
て
い
る
。
設
置
場
所
は
当
面
、
小

郡
地
域
の
八
方
原
地
区
を
想
定
し
て
い
る
が
、
移
動
可
能
な
排
水
ポ
ン
プ
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
来
年
度
策
定
予
定
の
雨
水
管
理
総
合
計
画
と
の
整
合
を
図
り
つ
つ
、
今
後
の
設
置
場

所
を
検
討
す
る
。�
（
担
当
部
局
：
総
務
部
）

　
令
和
７
年
２
月
26
日
に
発
生
し
た
大
船
渡
市
の
林
野
火
災

を
受
け
、
林
野
火
災
予
防
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
、
条
例

改
正
に
よ
り
林
野
火
災
警
報
及
び
林
野
火
災
注
意
報
を
新
た

に
設
定
し
た
。
警
報
及
び
注
意
報
に
つ
い
て
は
気
象
状
況
か

ら
林
野
火
災
の
予
防
上
注
意
が
必
要
と
認
め
る
場
合
に
発
令

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
警
報
及
び
注
意
報
発
令
時
は
、
屋
外

で
の
火
の
使
用
が
制
限
さ
れ
る
（
※
注
意
報
に
つ
い
て
は
努

力
義
務
）。周
知
に
つ
い
て
は
、注
意
報
発
令
時
は
市
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
の
活
用
や
消
防
車
等
に
よ
る
巡
回
広
報
を
行
い
、

警
報
発
令
時
に
は
注
意
報
発
令
時
の
対
応
に
加
え
、防
災
メ
ー

ル
等
を
活
用
し
広
報
に
努
め
る
。�

（
担
当
部
局
：
消
防
本
部
）

新
た
に
移
動
式
排
水
ポ
ン
プ
取
得

総務
委員会

林
野
火
災
警
報
・
注
意
報
で
防
災
強
化

総務
委員会

満
足
度
の
高
い
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

生活環境
委員会

　
令
和
７
年
10
月
26
日
に
、
山
口
市
中
心
商
店
街
で
、「
や
ま

ぐ
ち
秋
の
盆
踊
り
２
０
２
５
」
を
開
催
し
た
。

　
こ
の
取
組
は
、
Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ
と
の
連
携
の
下
、
盆
踊
り
の
音

頭
制
作
を
通
じ
て
、
踊
り
や
演
奏
の
練
習
で
交
流
を
促
進
し
、

ま
ち
の
賑
わ
い
や
新
た
な
魅
力
を
創
出
す
る
視
点
を
醸
成
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
実
施
し
、
当
日
は
飛
び
入
り
の
踊
り

手
や
沿
道
で
の
観
覧
者
を
含
め
、
１
０
０
０
人
を
超
え
る
来

場
者
で
賑
わ
い
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
様

子
や
練
習
風
景
な
ど
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
配
信
し
た
と
こ
ろ
、
再
生

回
数
が
１
万
回
を
超
え
る
な
ど
の
反
響
が
あ
っ
た
。

　
引
き
続
き
、
中
心
市
街
地
へ
の
愛
着
を
深
め
る
と
と
も
に
、

賑
わ
い
の
創
出
や
エ
リ
ア
価
値
の
向
上
に
努
め
る
。

�
（
担
当
部
局
：
商
工
振
興
部
）

ア
ー
ト
で
つ
な
ぐ
ま
ち
の
活
性
化
事
業

生活環境
委員会

新たに設定された林野火災警報・注意
報の制度について、市民への周知を
徹底するとともに、注意報発令時には
迅速かつ確実に情報が伝わるよう、広
報手段の工夫に努めていただきたい。

委員の意見

実際に利用された方か
ら好評の声が届いてお
り、非常に良い取組と
評価する。

委員の意見
新しい文化的な価値を創造し、その波及効果で
まちを活性化しようという取組自体はよいと考え
る。一方で、この取組に1,000万円もの費用が
かかっているのはいかがなものか。今後、公金
支出の在り方について、整理が必要と考える。

委員の意見

※
お
く
や
み
窓
口
…
死
亡
に
伴
う
各
種
手
続
の
う
ち
、
市
役
所
へ
届
出
・

申
請
い
た
だ
く
手
続
に
つ
い
て
、
御
遺
族
の
方
が
各
窓
口
へ
移
動
す
る
こ

と
な
く
必
要
な
手
続
を
済
ま
せ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
各
種
手
続
の
受
付

や
案
内
を
行
う
窓
口
。（
１
日
６
件
の
原
則
予
約
制
）

山口市公式
ウェブサイト
（おくやみ窓口
案内ページ）
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こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
に
つ
い
て
は
、
令
和
８
年
４
月
の
開
始
に
向
け
、
１
月
上
旬

か
ら
事
業
者
の
認
可
申
請
を
受
け
付
け
、
審
査
を
行
い
、
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の
意
見

聴
取
を
経
て
、
２
月
中
旬
以
降
に
認
可
す
る
予
定
で
あ
る
。
利
用
者
に
つ
い
て
は
、
２
月

上
旬
か
ら
認
定
申
請
を
受
け
付
け
、
審
査
を
経
て
順
次
認
定
す
る
予
定
で
あ
る
。
事
業
者
・

利
用
者
と
も
に
、
基
本
的
に
は
全
国
統
一
の
総
合
支
援
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
情
報
登
録
、

予
約
、
給
付
申
請
な
ど
を
行
う
。

　
今
後
、
事
業
者
向
け
の
説
明
会
や
意
見
交
換
を
通
じ
て
運

用
方
法
を
周
知
し
、
公
定
価
格
や
利
用
料
、
キ
ャ
ン
セ
ル
規

定
等
が
国
か
ら
示
さ
れ
次
第
、
運
営
や
利
用
者
対
応
に
関
す

る
情
報
を
広
く
提
供
す
る
。

�

（
担
当
部
局
：
こ
ど
も
未
来
部
）

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

開
始
に
向
け
た
実
施
計
画

教育民生
委員会

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
改
選
と

増
員
要
望
の
対
応
状
況

教育民生
委員会

　
令
和
７
年
11
月
30
日
で
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
任
期
が
満
了
す

る
こ
と
に
伴
い
、
12
月
１
日
に
全
国
一
斉
の
改
選
が
実
施
さ
れ
、
本

市
に
お
い
て
は
、
山
口
市
民
生
委
員
推
薦
会
で
候
補
者
の
審
査
を
行

い
、
県
知
事
へ
の
推
薦
を
経
て
４
２
２
人
に
委
嘱
状
を
交
付
し
た
。

今
回
の
改
選
か
ら
定
数
は
３
名
増
の
４
５
６
名
と
な
り
、
仁
保
地
区

で
１
名
、
平
川
地
区
で
２
名
の
増
員
と
な
っ
た
。
増
員
に
つ
い
て
は
、

市
に
お
い
て
各
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
に
意
見
聴
取
を

行
っ
た
上
で
、
高
齢
者
増
加
な
ど
の
状
況
を
踏
ま
え
て
県
に
増
員
要

望
を
提
出
し
、
県
に
お
い
て
、
地
域
事
情
や
地
理
的
条
件
を
勘
案
し

て
決
定
さ
れ
た
。

　
今
後
も
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
、
任
期
当
初
か
ら
円
滑
に
活

動
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
。

�

（
担
当
部
局
：
健
康
福
祉
部
）

水
道
料
金
等
の

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
収
納

農林建設
委員会

　
水
道
料
金・下
水
道
使
用
料
の
収
納
に
つ
い
て
、
お
客
様
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
の
た
め
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
：
地
方

税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
）
に
よ
る
収
納
を
、
令
和
９
年
度
か
ら

開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
に
よ
る
※
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
で
の
支
払
い
に
つ
い
て
は
、
国
が
推
進
し
て
い

る
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
を
活
用
し
た
も
の
に
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、

納
付
書
に
印
字
さ
れ
た
地
方
税
統
一
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
読
み
取
る
こ
と
に
よ
る
支
払
い
が
可
能
と

な
る
予
定
で
あ
る
。�

（
担
当
部
局
：
上
下
水
道
局
）

　
令
和
７
年
10
月
４
日
か
ら
10
月
26
日
ま
で
、
一
の
坂
川
交
通
交
流

広
場
で
、「
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ�

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ�

Ｆ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
（
カ
メ
ヤ

マ
パ
ー
ク
フ
ロ
ン
ト
）」
と
称
す
る
社
会
実
験
を
実
施
し
た
。
弁
当
や

飲
料
の
販
売
、
ア
ウ
ト
ド
ア
グ
ッ
ズ
等
の
レ
ン
タ
ル
、
周
辺
地
域
の

店
舗
の
商
品
販
売
の
ほ
か
、
ア
ル
コ
ー
ル
類
の
販
売
、
地
域
の
方
や

大
学
生
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
し
、
延
べ
２
０
０
０
人
を
超
え
る

方
に
来
場
い
た
だ
い
た
。

　
今
回
の
社
会
実
験
を
踏
ま
え
、
中
心
商
店
街
の
活
性
化
と
さ
ら
な

る
価
値
の
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
、
官
民
連
携
に
よ
る
持
続
可
能
な

運
営
体
制
の
構
築
や
魅
力
あ
る
事
業
の
検
討
等
を
進
め
た
い
。

�

（
担
当
部
局
：
都
市
整
備
部
）

ま
ち
な
か
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
実
現
に
向
け
た

社
会
実
験
の
実
施

農林建設
委員会

民生委員・児童委員の欠員を速やかに
補充し、地域の支援体制を整えていた
だきたい。

委員の意見

行政と民間の役割を整理し、
効果的な連携体制で進めてい
ただきたい。

委員の意見

こども家庭庁
ウェブサイト
（こども誰でも
通園制度）

地方税共同機構
ウェブサイト
（eLTAX）

※�キャッシュレス決済…PayPay や
auPAY 等
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一般質問・質疑

★�議員が何を質問したか読んでみましょう！　★一般質問の制限時間は質問と答弁を合わせて50分です。
★�質問と答弁の映像は各議員の二次元コード 　 から見ることができます。
　※必要な場合には二次元コードリーダーをインストールしてご覧ください。 ※�情報の受信にかかる通信料は利用者負担となります。

市長市長にに聞きたい聞きたい！！
どうなる？ これからの山口市どうなる？ これからの山口市

サンプル

　
　

２
期
目
の
市
政
運
営
や
基
本

的
な
施
策
方
針
等
に
つ
い
て
、

副
市
長
の
２
人
制
導
入
な
ど
推
進

体
制
の
強
化
や
中
長
期
的
な
方
向

性
も
含
め
、
所
見
を
伺
う
。

　
　

中
長
期
的
に
は
、
施
設
や
行

政
サ
ー
ビ
ス
等
の
再
構
築
、

ま
ち
の
魅
力
を
高
め
、
さ
ら
な
る

定
住
促
進
や
交
流
創
出
に
つ
な
が

る
取
組
を
重
点
的
に
進
め
た
い
。

御
案
内
の
特
別
職
の
設
置
も
検
討

し
つ
つ
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能
を

強
化
し
、
事
業
推
進
ス
ピ
ー
ド
を

加
速
さ
せ
た
い
。
引
き
続
き
市
民

を
大
切
に
、
地
域
を
大
切
に
と
い

う
思
い
を
中
心
に
、
議
会
で
の
議

論
も
十
分
に
重
ね
な
が
ら
政
策
を

進
め
て
い
き
た
い
。
市
民
の
安
心

の
暮
ら
し
を
守
り
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
未
来

を
見
据
え
た
ま

ち
づ
く
り
を
進

め
、
安
心
・
つ

な
が
り
・
明
る

い
未
来
の
あ
る

山
口
を
築
い
て

い
き
た
い
。

問答

未来志行山口
原 真也

行政 市長２期目の市政運営、中長期的な展望を伺う！

　
　
令
和
８
年
度
の
予
算
編
成
方

針
に
よ
る
と
、
一
般
会
計
の

財
源
不
足
は
27
億
円
に
上
る
見
込

み
と
な
っ
て
い
る
。
現
時
点
で
は

財
政
の
健
全
性
は
保
た
れ
て
い
る

が
、
今
後
も
人
口
減
少
等
に
よ
る

歳
入
の
減
少
、
福
祉
関
連
費
や
維

持
管
理
費
等
の
増
加
が
想
定
さ
れ

る
中
で
、
財
政
運
営
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
う
。

　
　

自
主
財
源
の
確
保
に
は
、
地

域
資
源
や
都
市
の
魅
力
を
さ

ら
に
引
き
出
し
、
選
ば
れ
る
ま
ち

を
目
指
す
必
要
が
あ
る
。
人
件
費

や
公
共
施
設
等
の
老
朽
化
対
策
費

用
の
増
大
に
は
、
業
務
の
適
正
化

や
組
織
の
ス
リ
ム
化
を
図
る
と
と

も
に
、
施
設
利
用
の
重
点
化
と
ス

ク
ラ
ッ
プ
に
向
け
た
取
組
で
対
応

す
る
。
さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
の

推
進
や
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
業
務

の
効
率
化
に
努
め
、
歳
入
歳
出
両

面
か
ら
財
源
確
保
に
取
り
組
み
、

健
全
な
財

政
運
営
を

維
持
し
て

い
く
。

問答

やまぐち有隣会
冨田 正朗

財政 持続可能な財源確保が必要

　
　
新
た
な
産
業
用
地
の
整
備
を

含
め
た
企
業
誘
致
の
進
捗
状

況
と
今
後
の
方
向
性
を
伺
う
。

　
　
産
業
用
地
整
備
等
の
可
能
性

を
検
討
す
る
た
め
に
適
地
調

査
を
行
い
、
３
か
所
の
候
補
地
を

選
定
し
た
。
官
民
連
携
や
地
域
未

来
投
資
促
進
法
を
用
い
た
整
備
手

法
等
、
本
市
の
状
況
に
合
わ
せ
た

手
法
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

文化
周
防
鋳
銭
司
設
置

１
２
０
０
年
記
念
事
業

　
　
国
史
跡
で
あ
る
周
防
鋳
銭
司

の
今
後
の
活
用
を
聞
く
。

　
　
史
跡
周
防
鋳
銭
司
跡
保
存
活

用
計
画
に
基
づ
き
、
引
き
続

き
発
掘
調
査
を
重
点
的
に
進
め
つ

つ
、
現
地
説
明
会
や
講
座
開
催
、

鋳
造
体
験
等
の
取
組
を
地
元
と
連

携
し
な
が
ら
実
施
し
て
い
き
た
い
。

問答問答

県都創生山口
野村 幹男

産業 新たな産業団地整備に向けた進捗状況は

周防鋳銭司（すおうのじゅせん
し）1200 フェスでの人文字
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予
算
編
成
方
針
で
は
、
物
価

高
騰
の
影
響
へ
の
必
要
に
応

じ
た
対
応
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て

い
る
。
重
点
支
援
地
方
交
付
金
の

議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
中
で
、
中

間
所
得
層
や
低
所
得
世
帯
等
へ
の

直
接
的
な
支
援
が
必
要
と
思
う
が
、

本
市
独
自
の
物
価
高
対
策
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
取
組
を
検
討
し
て

い
る
の
か
伺
う
。

　
　
市
独
自
の
生
活
者
支
援
と
し

て
は
、
食
料
品
全
般
の
物
価

高
騰
に
対
す
る
支
援
や
、
住
民
税

非
課
税
世
帯
や
そ
れ
に
準
ず
る
世

帯
へ
の
支
援
、
子
育
て
世
帯
へ
の

支
援
と
し
て
の
学
校
給
食
費
支
援

な
ど
に
つ
い
て
、
現
在
検
討
を
進

め
て
い
る
。
ま
た
、
事
業
者
支
援

に
つ
い
て
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格

高
騰
に
直
面
し
て
い
る
中
小
企
業

や
農
林
水
産
業
の
経
営
継
続
を
後

押
し
す
る
取
組
の
ほ
か
、
防
犯
灯

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
更
新
に
対
す
る
補
助
等

に
つ
い
て
も

検
討
を
進
め

て
い
る
。

問答

公明党
其原 義信 

生活 物価高が家計を直撃！対策はいかに！？

　
　
本
市
の
玄
関
口
と
な
る
Ｊ
Ｒ

山
口
駅
、
Ｊ
Ｒ
湯
田
温
泉
駅

の
改
札
外
ト
イ
レ
を
、
暖
房
便
座

に
改
良
し
て
は
い
か
が
か
伺
う
。

　
　

両
駅
の
改
札
外
ト
イ
レ
は
、

洋
式
化
等
に
よ
り
一
定
の
利

便
性
は
向
上
し
て
い
る
が
、
冬
季

を
中
心
に
便
座
が
冷
た
い
と
の
御

意
見
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
こ
う

し
た
点
は
、
観
光
地
と
し
て
の
印

象
に
影
響
を
及
ぼ
す
要
素
に
も
な

る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
お
も

て
な
し
向
上
の
観
点
か
ら
、
本
市

を
訪
れ
て
い
た
だ
い
た
皆
様
の
御

意
見
を
し
っ
か
り
と
お
聞
き
し
な

が
ら
、
よ
り
快
適
な
環
境
を
整
え
、

観
光
地
と
し
て
の
満
足
度
を
高
め

て
い
く
こ
と
が
肝
要
と
考
え
て
い

る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
観
光

拠
点
と
し
て
利
用

頻
度
の
高
い
両
駅

の
改
札
外
ト
イ
レ

に
つ
い
て
は
、
可

能
な
限
り
早
期
に

暖
房
便
座
を
整
備

し
て
い
き
た
い
。

問答

高志会
伊藤 斉

観光 ＪＲ山口、湯田温泉両駅の改札外トイレの改良

　
　
ク
マ
に
関
す
る
正
確
な
情
報

を
積
極
的
に
発
信
す
る
こ
と

が
市
民
の
安
心
安
全
に
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
る
が
、
市
の
取
組
を

伺
う
。

　
　
山
口
県
に
生
息
す
る
ツ
キ
ノ

ワ
グ
マ
は
、
絶
滅
の
お
そ
れ

が
あ
る
と
さ
れ
、
狩
猟
の
原
則
禁

止
な
ど
、
保
護
と
管
理
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
ク
マ
被
害
に
遭
わ
な

い
た
め
に
は
、
早
朝
や
夕
方
の
外

出
を
控
え
、
外
出
の
際
は
音
の
出

る
も
の
を
携
帯
し
、
ま
た
、
餌
と

な
る
も
の
を
屋
外
に
放
置
し
な
い

な
ど
の
対
策
が
有
効
と
さ
れ
て
い

る
。
そ
う
し
た
情
報
を
発
信
す
る

こ
と
で
、
ク
マ
に
よ
る
被
害
に
遭

わ
な
い
環
境
づ
く
り
を
図
っ
て
い

く
。
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
の

ク
マ
の
目
撃
情
報
等
の
発
信
に
加

え
、
県
等
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、

人
間
と
ク
マ
の
す
み
分
け
に
向
け

た
取
組
及
び
ク

マ
被
害
の
防
止

に
向
け
た
取
組

を
進
め
て
い
き

た
い
。

問答

市民クラブ
山見 敏雄

環境 クマを正しく理解し、被害に遭わないために

　
　
補
聴
器
は
映
画
館
で
は
使
え

な
い
。
上
映
映
画
の
多
く
は

バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
で
、
視
覚
障

が
い
者
に
は
音
声
ガ
イ
ド
、
聴
覚

障
が
い
者
に
は
字
幕
ガ
イ
ド
が
提

供
さ
れ
る
。
専
用
ア
プ
リ
を
入
れ

た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
字
幕
メ
ガ

ネ
が
あ
れ
ば
、
聴
覚
障
が
い
者
も

気
軽
に
映
画
館
で
映
画
を
楽
し
め

る
が
、
県
内
で
は
１
館
の
み
の
対

応
で
あ
る
。
市
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
や
Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ
な
ど
に
貸
出
し

用
字
幕
メ
ガ
ネ
を
配
置
で
き
な
い

か
。

　
　
事
業
者
に
は
障
が
い
の
あ
る

方
へ
の
合
理
的
配
慮
が
義
務

化
さ
れ
て
お
り
、
県
内
他
市
町
と

も
連
携
し
、
事
業
者
の
主
体
的
な

取
組
を
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ
シ
ネ
マ
に
つ
い
て
は
、

備
付
け
に
向
け
、
検
討
し
た
い
。

問答

日本共産党
尾上 頼子

福祉 字幕メガネで聴覚障がい者も気軽に映画鑑賞を

字幕メガネを着用して映画
鑑賞しているイメージ図
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交
通
問
題
な
ど
共
通
す
る
課

題
を
抱
え
る
、
隣
接
す
る
複

数
の
地
域
が
連
携
し
て
課
題
解
決

に
取
り
組
む
こ
と
は
、
よ
り
効
果

的
、
効
率
的
な
結
果
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
。
地
域
間
連
携
を
促
す

取
組
の
必
要
性
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
共
通
の
地
域
課
題
を
テ
ー
マ

に
、
意
見
交
換
や
議
論
を
行

う
場
を
市
と
し
て
積
極
的
に
設
け
、

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
や
協
働
推
進

課
を
中
心
に
各
関
係
部
局
も
し
っ

か
り
関
わ
り
な
が
ら
、
地
域
課
題

の
解
決
に
向
け
た
連
携
を
促
す
環

境
づ
く
り
を
進
め
た
い
。
広
域
的

な
取
組
は
、
地
域
間
が
相
互
に
補

完
し
合
い
、
関
係
す
る
地
域
全
体

の
持
続
可
能
な
発
展
が
期
待
さ
れ

る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
今
後

も
地
域
間
連

携
の
促
進
に

取
り
組
む
。

●
そ
の
他
の
質
問

○
新
規
就
農
者
へ
の
支
援

○
単
市
補
助
事
業

○
交
通
政
策

問答

県都創生山口
野島 義正

協働「ずっと元気な山口」の実現のために

　
　
山
口
市
の
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
、
多
く
の
市
民
が

参
加
可
能
な
移
動
市
長
室
や
自
分

ご
と
化
会
議
の
導
入
な
ど
、
市
民

と
の
対
話
の
方
法
や
市
民
の
ま
ち

づ
く
り
へ
の
参
画
方
法
に
つ
い
て
、

新
た
な
取
組
も
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
従
来
の
取
組
を
継
続
し
つ
つ

も
、
さ
ら
な
る
手
法
を
研
究

す
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

自
分
ご
と
化
会
議
の
よ
う
に
、
従

来
の
会
議
や
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
声

が
届
き
に
く
か
っ
た
層
か
ら
の
意

見
を
聞
き
取
る
方
法
も
有
効
な
手

法
の
一
つ
で
あ
る
。
第
三
次
山
口

市
総
合
計
画
の
策
定
に
向
け
、
高

校
生
や
大
学
生
な
ど
の
若
者
世
代
、

子
育
て
世
代
、
高
齢
者
世
代
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
世
代
の
特
性
に
応
じ

た
効
果
的
な
対
話
手
法
等
を
検
討

す
る
な
ど
の
取
組
を
進
め
た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

○�

次
世
代
の
教
員
を
育
成
す
る
た

め
の
取
組

問答

未来志行山口
椙山 俊哉

行政 山口市愛の向上に資する新たなまちづくりを！

　
　
お
昼
御
飯
対
策
や
ほ
ろ
酔
い

横
丁
の
設
置
な
ど
、
観
光
客

の
お
も
て
な
し
や
に
ぎ
わ
い
づ
く

り
と
し
て
、
歩
行
者
利
便
増
進
道

路
（
ほ
こ
み
ち
）
の
活
用
に
早
速

取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
歩
行
者
利
便
増
進
道
路
と
は
、

快
適
な
生
活
環
境
の
確
保
と

地
域
の
活
力
の
創
造
に
資
す
る
道

路
を
指
定
し
、
地
域
を
豊
か
に
す

る
歩
行
者
中
心
の
道
路
空
間
の
構

築
を
目
指
し
て
創
設
さ
れ
た
道
路

占
用
の
特
例
制
度
で
あ
る
。
指
定

さ
れ
た
道
路
は
、
道
路
占
用
許
可

が
柔
軟
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
テ
ー
ブ
ル
や
ベ
ン
チ
、
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
等
の
設
置
が
容
易
と
な

り
、
公
募
選
定
の
場
合
は
最
長
20

年
の
占
用
期
間
の
設
定
も
可
能
と

な
る
。
道
路
空
間
の
柔
軟
な
利
活

用
は
民
間
の
経
済
活
動
促
進
の
有

効
な
手
段
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
他
市
事
例

を
参
考
に
、
道

路
空
間
の
有
効

活
用
に
努
め
た

い
。 問答

高志会
有田 敦

産業 ほこみちで歩行者の利便増進を

　
　

山
口
市
民
会
館
は
、
文
化
の

殿
堂
だ
が
老
朽
化
が
著
し
い
。

今
後
の
在
り
方
と
対
応
を
伺
う
。

　
　
今
後
施
設
に
求
め
ら
れ
る
機

能
を
整
理
し
つ
つ
、
老
朽
化

対
応
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。
こ

う
し
た
中
、
本
年
６
月
に
山
口
商

工
会
議
所
か
ら
や
ま
ぐ
ち
魅
力
向

上
プ
ラ
ン
の
提
案
を
受
け
、
パ
ー

ク
ロ
ー
ド
一
帯
に
集
積
す
る
県
の

文
化
・
教
育
施
設
が
建
設
か
ら
50

年
前
後
経
過
し
て
い
る
状
況
を
踏

ま
え
、
市
施
設
と
の
連
携
強
化
が

図
ら
れ
る
よ
う
、
県
に
意
見
交
換

の
場
の
設
置
を
要
望
し
た
。
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
の
老
朽
化

対
応
の
検
討
を
進
め
る
中
で
、
当

面
の
間
は
、
引
き
続
き
現
在
の
市

民
会
館
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
適

切
な
営
繕
対
応
を
行
っ
て
い
く
。

問答

地域政党　やまぐちの風
竹中 一郎

文化 山口市民会館は市民に愛されてきた文化の殿堂！

（市公式ウェブサイト）
令和８年度
予算編成方針

山口市民会館の現状
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市
民
生
活
に
必
要
不
可
欠
な

簡
易
水
道
・
集
落
排
水
事
業

を
ど
の
よ
う
に
経
営
し
、
市
民
生

活
を
守
っ
て
い
く
の
か
、
持
続
可

能
な
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
両
事
業
の
主
な
事
業
区
域
で

あ
る
農
山
村
地
域
で
は
、
人

口
減
少
の
影
響
が
よ
り
深
刻
で
、

簡
易
水
道
に
つ
い
て
は
、
運
営
コ

ス
ト
縮
減
に
向
け
、
７
つ
あ
る
簡

易
水
道
の
統
合
を
進
め
て
お
り
、

令
和
30
年
頃
を
目
安
に
、
現
有
47

の
給
水
施
設
を
27
施
設
へ
集
約
す

る
再
編
構
想
を
持
っ
て
い
る
。
集

落
排
水
に
お
い
て
も
、
コ
ス
ト
縮

減
に
向
け
た
整
備
方
法
や
新
た
な

処
理
方
法
、
実
施
時
期
な
ど
の
検

討
を
始
め
て
い
る
。
市
民
生
活
や

社
会
経
済
活
動
を
支
え
る
重
要
な

イ
ン
フ
ラ
と
し
て
、
今
後
と
も
コ

ス
ト
縮
減
と
収
益
確
保
に
努
め
な

が
ら
、
今
と
将
来
の
利
用
者
の
負

担
の
適
正
化
を
図
り
つ
つ
、
安
定

し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
取
り
組
む
。

問答

県都創生山口
瀧川 勉

上下水 持続可能なまちづくり

　
　

少
子
高
齢
化
の
進
行
は
、
扶

助
費
な
ど
の
歳
出
増
加
と
、

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
よ
る
税

収
の
減
少
と
い
う
、
二
重
の
圧
力

を
財
政
に
か
け
る
こ
と
に
な
る
。

歳
出
削
減
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
市
独
自
の
経
済
活
動
を
創

出
し
、
外
部
資
金
を
呼
び
込
む
新

し
い
手
法
・
施
策
の
検
討
を
急
ぐ

べ
き
で
あ
り
、
稼
ぐ
行
政
へ
の
転

換
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
市

の
考
え
を
伺
う
。

　
　
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
や
ふ
る

さ
と
納
税
、
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
な
ど
の
取
組
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
取
組
に

加
え
、
研
究
開
発
型
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
の
誘
致
を
通
じ
た
納
税
主
体

の
育
成
な
ど
、
新
し
い
手
法
に
つ

い
て
も
研
究
を
重
ね
て
い
る
。
山

口
市
財
政
運
営
計
画
に
掲
げ
る
方

針
に
従
い
、
第
三
次
山
口
市
総
合

計
画
を
見
据
え
な
が
ら
、
引
き
続

き
財
源
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問答

未来志行山口
馬越 帝介

行政 財政健全化と歳入確保

　
　
義
務
教
育
終
了
後
も
見
据
え

た
多
機
関
を
取
り
込
ん
だ
重

層
的
・
多
機
能
的
な
支
援
強
化
策

を
講
じ
る
時
期
に
来
て
い
る
と
考

え
る
が
、
本
市
の
所
見
を
伺
う
。

　
　
家
か
ら
出
る
こ
と
が
難
し
い

児
童
生
徒
に
対
し
、
今
年
度

か
ら
新
た
に
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

等
の
学
校
以
外
の
場
所
で
教
育
相

談
や
学
習
支
援
を
行
う
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
型
の
連
携
支
援
を
始
め
た
。

ま
た
、
悩
み
苦
し
ん
で
い
る
児
童

生
徒
や
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

て
相
談
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
は

重
要
と
認
識
し
て
お
り
、
他
機
関

と
の
連
携
に
よ
る
不
登
校
支
援
機

関
を
取
り
ま
と
め
た
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
の
作
成
・
周
知
等
を
行
う
こ
と

で
、
引
き
続
き
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
多
様
な

学
び
の
場
や

心
の
居
場
所

づ
く
り
に
鋭

意
努
め
て
い

く
。

●
そ
の
他
の
質
問

○�

住
宅
密
集
地
に
お
け
る
防
火
対

策
・
消
火
対
応
及
び
避
難
所
対

応 問答

未来志行山口
坂井 芳浩

教育 義務教育終了後も見据え、不登校支援の強化を！

　
　

本
市
の
就
労
環
境
対
策
、
特

に
空
調
機
器
や
空
調
服
と

い
っ
た
備
品
購
入
に
係
る
経
済
的

な
支
援
、
中
で
も
厳
し
い
経
営
環

境
に
あ
る
中
小
企
業
・
個
人
事
業

主
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
本
市
で
は
山
口
市
省
エ
ネ
機

器
等
導
入
応
援
補
助
金
を
創

設
し
て
お
り
、
省
エ
ネ
の
み
な
ら

ず
、
熱
中
症
対
策
な
ど
の
職
場
環

境
の
改
善
に
も
寄
与
し
、
作
業
効

率
の
維
持
や
負
担
軽
減
を
通
じ
て

人
材
の
確
保
・
定
着
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
る
。
今
後
も
国
の
重

点
支
援
地
方
交
付
金
の
動
向
や
、

他
自
治
体
の
取
組
を
注
視
し
、
単

に
設
備
等
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、

人
材
の
確
保
や
定
着
、
企
業
が
成

長
を
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
に

資
す
る
施
策
と
な
る
よ
う
実
効
性

の
高
い
手

法
を
研
究

し
て
い
き

た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

○
ひ
き
こ
も
り
支
援
に
つ
い
て

○
生
活
環
境
の
保
全
に
つ
い
て

問答

公明党
山本 敏昭

就労 中小企業の職場環境を守る取組！
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市
立
小
・
中
学
校
体
育
館
等

の
空
調
設
備
を
ど
の
よ
う
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
設
置
す
る
の
か

市
の
所
見
を
伺
う
。

　
　
本
市
で
は
対
象
校
が
多
い
こ

と
か
ら
年
次
的
に
進
め
る
こ

と
と
し
、
国
の
示
す
目
標
年
度
を

念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
で
き
る
だ

け
早
期
の
整
備
完
了
を
目
指
す
。

整
備
に
当
た
り
児
童
・
生
徒
数
や

学
校
以
外
の
指
定
避
難
所
の
エ
ア

コ
ン
設
置
状
況
、
過
去
の
災
害
発

生
状
況
等
様
々
な
要
素
を
踏
ま
え

る
と
と
も
に
、
地
域
バ
ラ
ン
ス
を

考
慮
し
て
進
め
る
。
整
備
す
る
機

器
の
方
式
は
、

学
校
ご
と
に
既

存
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
整
備
状

況
が
異
な
る
た

め
、
設
計
段
階

で
総
合
的
に
検

討
し
適
切
な
選

定
を
行
い
た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

○
元
気
な
県
都
づ
く
り　

○
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
制
度

○
学
校
環
境
の
整
備

問答

公明党
栗林 正

防災 避難所となる小・中学校体育館等の空調設備設置

　
　
太
陽
光
発
電
設
備
の
適
正
な

設
置
及
び
維
持
管
理
の
た
め

の
条
例
制
定
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
山
口
市
の
生
活
環
境
の
保
全

に
関
す
る
条
例
を
改
正
す
る

形
で
案
を
示
し
た
。
本
条
例
案
で

は
、
原
則
禁
止
を
前
提
と
す
る
許

可
制
で
は
な
く
、
財
産
権
と
の
整

合
や
、
本
市
に
お
け
る
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進
の
方
向

性
を
踏
ま
え
、
届
出
制
と
し
て
い

る
。
市
と
の
事
前
協
議
や
説
明
会

の
実
施
、
標
識
の
設
置
、
維
持
管

理
、
必
要
な
保
険
へ
の
加
入
、
処

分
に
係
る
費
用
の
確
保
等
の
遵
守

を
義
務
づ
け
て
お
り
、
適
正
な
対

応
が
な
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
市

が
指
導
や
助
言
、
勧
告
、
命
令
を

経
て
公
表
で
き
る
も
の
し
て
い
る
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
通
じ
た

市
民
の
意
見
、
市
議
会
で
の
議
論

を
踏
ま
え
、
令
和
８
年
３
月
議
会

に
最
終
案
を

諮
る
予
定
と

し
て
い
る
。

問答

未来志行山口
大來 尚順

環境 みんなが心地よく暮らせるまちの実現に向けて

　
　

他
自
治
体
で
は
、
事
業
の
参

加
者
数
だ
け
で
な
く
多
角
的

デ
ー
タ
を
基
に
明
確
な
数
値
を
示

す
こ
と
で
、
文
化
振
興
に
対
す
る

公
金
支
出
の
正
当
性
を
担
保
し
て

い
る
。
本
市
で
も
透
明
性
の
高
い

評
価
方
法
を
導
入
す
べ
き
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

　
　
文
化
芸
術
活
動
が
も
た
ら
す

価
値
は
多
岐
に
わ
た
り
、
数

値
で
表
す
こ
と
が
困
難
で
あ
る
た

め
、
参
加
者
等
を
指
標
と
し
て
い

る
。
多
角
的
・
総
合
的
に
分
析
す

る
手
法
等
適
切
な
評
価
方
法
を
研

究
し
た
い
。

　
　

Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ
の
よ
う
な
特
定
の

分
野
に
特
化
し
た
高
コ
ス
ト

施
設
は
受
益
者
も
限
定
さ
れ
る
。

財
政
効
率
・
公
平
性
の
観
点
か
ら

疑
問
を
感
じ
る
が
必
要
性
は
あ
る

の
か
。

　
　
市
民
が
い
つ
訪
れ
て
も
刺
激

的
で
楽
し
い
施
設
と
な
る
よ

う
、
親
し
み
や

す
い
事
業
を
実

施
し
、
市
民
が

誇
れ
る
施
設
と

な
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
た
い
。

問答問答

やまぐち有隣会
野村 雄太郎

財政 ＹＣＡＭは年間５億円の金額に見合うのか

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
の

利
用
促
進
と
意
識
醸
成
に
つ

い
て
の
取
組
と
、
新
た
な
運
行
方

式
の
導
入
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
交
通
不
便
地
域
に
お
け
る
住

民
生
活
の
利
便
性
向
上
を
図

る
た
め
、
地
域
が
主
体
と
な
り
、

利
用
促
進
や
意
識
醸
成
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
。
本
市
と
し
て
は
、

地
域
や
交
通
事
業
者
と
の
協
働
の

下
、
取
組
を
積
極
的
に
支
援
し
て

い
く
。
ま
た
、
新
た
な
運
行
方
式

の
導
入
に
関
し
て
は
、
地
域
ご
と

に
課
題
や
特
性
が
異
な
る
た
め
、

自
家
用
有
償
旅
客
運
送
な
ど
、
全

国
的
な
取
組
事
例
も
参
考
と
し
、

持
続
可
能
な
形
を
地
域
の
皆
様
と

と
も
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

○
事
業
承
継
に
つ
い
て

問答

やまぐち有隣会
植野 伸一

交通 地域の快適な移動手段！コミュニティタクシー！

吉敷地域を運行する「コミタク
良城」
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人
口
定
住
に
は
、
住
環
境
に

恵
ま
れ
た
低
廉
な
宅
地
の
確

保
が
何
よ
り
重
要
で
あ
る
。
ず
っ

と
元
気
な
山
口
の
実
現
に
向
け
て
、

本
市
の
土
地
利
用
と
定
住
促
進
の

将
来
像
を
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て

い
る
の
か
伺
う
。

　
　
小
郡
や
南
部
地
域
に
お
け
る

交
通
利
便
性
を
生
か
し
、
エ

リ
ア
全
体
と
し
て
人
口
を
１
万
人

増
加
さ
せ
て
い
く
「（
仮
称
）
南
部

１
０
０
０
０
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
検
討
を
進
め
て
い
く
。
阿
知
須

地
域
の
井
関
地
区
を
含
め
、
将
来

的
に
土
地
利
用
や
定
住
促
進
が
図

ら
れ
る
可
能
性
を
有
す
る
エ
リ
ア

は
複
数
存
在
す
る
。
一
方
で
、
農

地
転
用
に
は

様
々
な
課
題

が
あ
り
、
あ

ら
ゆ
る
施
策

分
野
か
ら
総

合
的
に
検
討
、

対
応
し
て
い

く
。

●
そ
の
他
の
質
問

○
山
口
市
新
本
庁
舎
二
期
工
事

○�

道
の
駅
「
き
ら
ら　

あ
じ
す
」

の
さ
ら
な
る
活
用

問答

やまぐち有隣会
山本 浩二

都市 効率の悪い農地を優良な宅地とし定住対策へ

　
　

就
学
援
助
制
度
で
は
、
学
用

品
費
が
長
年
据
え
置
か
れ
て

お
り
、
制
服
代
も
家
計
に
大
き
な

負
担
と
な
っ
て
い
る
。
物
価
高
騰

が
長
期
化
す
る
中
、
実
態
に
即
し

た
支
給
額
の
増
額
を
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
入
学
準
備
金
の

支
給
時
期
が
遅
い
た
め
立
替
え
負

担
が
生
じ
て
お
り
、
支
給
時
期
を

さ
ら
な
る
前
倒
し
や
制
度
周
知
の

強
化
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

支
給
額
の
増
額
は
、
提
言
や

国
の
動
向
を
参
考
に
、
制
服

代
等
を
含
め
新
年
度
予
算
編
成
の

中
で
検
討
し
た
い
。
支
給
時
期
は
、

他
市
を
参
考
に
、
効
果
的
な
支
援

に
つ
な
が
る
よ
う
研
究
し
た
い
。

　
　
物
価
高
を
反
映
し
て
認
定
基

準
を
引
き
上
げ
る
こ
と
で
、

対
象
者
を
拡
大
す
る
よ
う
見
直
し

て
は
い
か
が
か
。

　
　

新
年
度
予
算
編
成
の
中
で
、

認
定
基
準
等
の
内
容
に
つ
い

て
総
合
的
に

検
討
し
た
い
。

問答問答

日本共産党
大田 たける 

教育 就学援助制度は制服代など増額し、対象者拡大を

　
　
子
ど
も
も
大
人
も
地
域
に
愛

着
を
持
ち
、
誰
も
が
生
き
生

き
と
活
躍
で
き
る
社
会
の
実
現
に

つ
い
て
、
教
育
委
員
会
の
考
え
を

伺
う
。

　
　

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化

は
、
現
代
社
会
が
直
面
す
る
重
要

な
課
題
で
あ
る
。
地
域
愛
の
醸
成

や
次
代
を
担
う
人
づ
く
り
に
向
け

た
大
き
な
取
組
と
し
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
、
地
域
学
校

協
働
活
動
の
活
性
化
と
、
社
会
教

育
を
中
心
と
し
た
人
づ
く
り
、
つ

な
が
り
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
の

好
循
環
の
創
出
を
進
め
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
地
域
住
民
の
交
流
の

拠
点
で
あ
る
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

の
役
割
は
よ
り
一
層
重
要
と
な
る
。

関
係
団
体
等
が
一
体
と
な
り
、
子

ど
も
も
大
人
も
山
口
市
が
好
き
、
住

み
続
け
た
い
と
い
う
人
で
あ
ふ
れ

る
魅
力
あ
る
ま
ち
、
選
ば
れ
る
ま

ち
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

問答

未来志行山口
米本 太郎

教育 誰もが地域に愛着を持ち活躍できる社会を！

　
　
行
政
目
的
を
果
た
し
た
公
共

施
設
の
解
体
に
は
、
多
額
の

費
用
を
要
す
る
と
認
識
し
て
い
る
。

限
ら
れ
た
財
源
の
有
効
活
用
を
図

る
た
め
、
再
利
用
が
可
能
な
施
設

に
つ
い
て
は
、
解
体
を
せ
ず
有
効

活
用
す
る
と
い
う
選
択
を
優
先
す

べ
き
だ
と
考
え
る
。
市
営
住
宅
や

廃
校
を
民
間
企
業
が
利
活
用
す
る

方
法
も
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
建
物
の
老
朽
化
等
の
状
況
や

地
元
の
皆
様
の
利
用
意
向
を

踏
ま
え
、
解
体
を
行
わ
ず
に
建
物

と
土
地
を
一
体
で
売
却
す
る
こ
と

や
、
建
物
の
貸
付
を
行
う
こ
と
も
、

財
産
の
有
効
な

利
活
用
方
法
の

一
つ
で
あ
る
と

考
え
る
。
今
後

も
物
件
ご
と
の

状
況
に
応
じ
て
、

利
活
用
方
法
を

検
討
し
て
い
き

た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

○
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
広
報

○
課
税
自
主
権
に
よ
る
財
源
確
保

○�

地
域
存
続
の
た
め
の
職
員
の
兼

業
推
進

問答

未来志行山口
安河内 淳朗

財政 解体ではなく、市営住宅や廃校を有効活用！

（市公式ウェブサイト）
社会教育委員について
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持
続
可
能
で
魅
力
あ
る
中
心

市
街
地
の
未
来
を
ど
の
よ
う

に
見
据
え
て
い
る
の
か
、
第
４
期

山
口
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本

計
画
策
定
の
方
向
性
を
伺
う
。

　
　

こ
れ
ま
で
の
ハ
ー
ド
・
ソ
フ

ト
両
面
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

の
取
組
の
結
果
、
営
業
店
舗
数
は

お
お
む
ね
維
持
さ
れ
、
居
住
人
口

も
増
加
し
た
が
、
賑
わ
い
の
低
下

や
老
朽
化
が
進
む
市
街
地
の
更
新

へ
の
対
応
が
課
題
で
あ
る
。
第
４

期
計
画
策
定
で
意
識
す
る
視
点
と

し
て
、
集
客
力
の
あ
る
商
業
施
設

等
の
配
置
な
ど
の
新
た
な
都
市
機

能
の
誘
導
や
、
更
な
る
魅
力
向
上

や
回
遊
の
促
進
等
を
考
え
て
い
る
。

中
心
市
街
地
と
そ
の
周
辺
は
都
市

機
能
が
集
積
し
、
経
済
社
会
の
発

展
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
と
認
識
し
て
お
り
、
地
元
事
業

者
、
市
民
、
と
り
わ
け
若
い
世
代

の
方
々
と
も
認

識
を
共
有
し
な

が
ら
官
民
一
体

と
な
っ
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め

て
い
く
。

問答

未来志行山口
鳥養 祐矢

都市 持続可能で魅力ある中心市街地を目指す！

　
　
結
婚
や
出
産
と
い
っ
た
ラ
イ

フ
イ
ベ
ン
ト
も
若
者
の
定
住

意
識
を
左
右
す
る
大
き
な
要
素
で

あ
る
。
子
育
て
世
代
に
本
市
が
選

ば
れ
る
た
め
に
は
、
市
独
自
の
経

済
的
支
援
制
度
の
創
設
が
必
要
と

考
え
る
。
奈
義
町
の
出
産
祝
金

10
万
円
等
の
取
組
や
、
萩
市
の
子

育
て
世
帯
応
援
誕
生
祝
金
な
ど
の

事
例
を
踏
ま
え
、
本
市
独
自
の
出

産
祝
い
金
等
の
支
援
策
を
創
設
す

る
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
子
育
て
世
代
の
ニ
ー
ズ
把
握

を
進
め
る
中
で
、
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
求
め
る
声
が
多
い
こ

と
を
確
認
し
て
い
る
。
国
の
動
向

を
踏
ま
え
、
児
童
手
当
の
支
給
期

間
の
延
長
や
妊
婦
支
援
給
付
金
の

支
給
に
加
え
、
本
市
独
自
の
取
組

と
し
て
、
こ
ど
も
医
療
費
無
償
化

の
拡
大
や
第
２
子
以
降
の
保
育
料

無
償
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

好
事
例
や
子
育
て
世
代
の
ニ
ー
ズ

把
握
に
努
め
、
本
市
の
包
括
的
な

子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て
引
き
続

き
検
討
し
て

い
く
。

問答

やまぐち有隣会
宮川 英之

子育て 子育て世代に出産祝い金を！

　
　

小
郡
都
市
核
づ
く
り
推
進
の

た
め
、
専
門
部
署
の
創
設
を

含
め
た
オ
ー
ル
山
口
で
臨
む
本
気
度

を
伺
う
。
ま
た
、
駅
周
辺
の
駐
車
場

整
備
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
新
山
口
駅
北
地
区
第
一
種
市

街
地
再
開
発
事
業
に
続
く
よ

う
な
民
間
事
業
が
立
ち
上
が
る
タ

イ
ミ
ン
グ
な
ど
、
適
切
な
時
期
に

お
い
て
専
門
的
な
組
織
体
制
を
検

討
し
た
い
。
駅
周
辺
の
駐
車
場
整

備
に
つ
い
て
は
、
エ
リ
ア
の
特
性

か
ら
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
立
体

駐
車
場
整
備
が
望
ま
し
い
と
考
え

て
お
り
、
支
援
策
の
検
討
が
必
要

と
考
え
る
。
ま
た
、
土
地
の
高
度

利
用
や
産
業
機
能
の
集
積
を
図
る

視
点
も
大
変
重
要
で
あ
り
、
建
築

物
の
共
同
建
て
替
え
を
促
す
中
で

の
立
体
駐
車
場
の
一
体
整
備
な
ど

が
有
効
と
考
え
る
。

問答

やまぐち有隣会
中野 光昭

都市 次世代につなぐ小郡都市核の発展

　
　
強
い
経
済
を
実
現
す
る
総
合

経
済
対
策
に
つ
い
て
、
政
府

が
示
す
内
容
と
本
市
に
お
け
る
実

施
時
期
を
伺
う
。

　
　
政
府
に
よ
る
主
な
物
価
高
対

策
と
し
て
は
、
令
和
８
年
１

月
か
ら
３
月
ま
で
の
電
気
及
び
ガ

ス
料
金
の
引
下
げ
や
、
子
育
て
世

帯
へ
の
支
援
と
し
て
、
ゼ
ロ
歳
か

ら
高
校
３
年
生
ま
で
の
子
供
１
人

に
つ
き
２
万
円
の
物
価
高
対
応
子

育
て
応
援
手
当
を
支
給
す
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地

方
公
共
団
体
に
よ
る
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
生
活
者
や
事
業
者
支
援

を
促
進
す
る
た
め
、
重
点
支
援
地

方
交
付
金
の
拡
充
を
図
る
と
さ
れ

て
お
り
、
食
料
品
の
物
価
高
騰
へ

の
対
応
や
中
小
企
業
等
の
賃
上
げ

環
境
の
整
備
な
ど
を
含
む
推
奨
事

業
メ
ニ
ュ
ー
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

支
援
時
期
に
つ
い
て
は
、
新
年
度

の
４
月
を
目

指
し
、
極
力

早
く
届
け
ら

れ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い

く
。 問答

高志会
伊藤 青波

行政 政府が打ち出した物価高対策について

JR 新山口駅上空から見た
小郡都市核
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先進地に学ぶ 視察報告
詳しくは、二次元コードからご覧ください。

議会からのお知らせ議会からのお知らせ

8/19～20
議会運営委員会

傍聴環境がさらに快適に

●茨城県つくば市
　予算・決算議案の審査を行
うために設置する予算決算委
員会の運営と、議会のチェッ
ク機能を強化することを目的
として実施されている決算審
査と予算審査の連動及び決算
審査に係る提言について行政
視察を行いました。

　議場と委員会室は、誰もが快適に傍聴しやすいよう、さまざまな配慮が施されています。お気軽に
傍聴にお越しください。
○物理的な配慮（傍聴席のバリアフリー化）
・�車いす利用者や移動に制約がある方への配慮として、エレベーターホールから議場の傍聴席入口ま
でスロープを設置しています。これにより、車いす利用者でもスムーズに出入りすることができ、
車いすのまま傍聴できるスペースも確保しています。また、議場のある６階にも多目的トイレを設
置しており、車いすやオストメイトにも対応しています。
○コミュニケーションへの配慮
・�傍聴席には、ヒアリングループ（磁気ルー
プ）システムを導入しており、対応する
補聴器や人工内耳を使用することで、マ
イク音声を明瞭に聞き取りやすい環境に
なっています。また、委員会室には、携
帯型のヒアリングループを設置すること
が可能です。委員会室での利用を希望の
方は、事前に市議会事務局まで御連絡く
ださい。
・�手話通訳者や要約筆記者の配置スペース
を確保しています。傍聴に際し、手話通
訳者や要約筆記者の派遣を希望される場
合は、原則、傍聴希望日の７日前（土日
祝日を除く）までに市議会事務局へお申
込みください。（ただし、７日前を経過し
ても、派遣可能な場合がありますので、
御相談ください。）
・�議場内に大型モニターを設置しており、
電子採決の様子なども傍聴席から視覚的
に確認できるようになっています。

●兵庫県西宮市
　より質の高い委員会運営を
行うことを目的とし、常任委
員会の運営についてのルール
を議員間で共有する取組であ
る「常任委員会運営ガイドラ
イン」について行政視察を行
いました。

要約筆記の配置スペース例

山口市議会
ウェブサイト
（傍聴）

常任委員会運営ガイドラインの説明を受ける様子

傍聴以外の配慮も
・�障がいを持つ方が議員として活
動する場合に、議場のバリアフ
リー化により、車いすのまま議
席に着席することができます。
また、聴覚に障がいがある方も
マイク音声が聞き取りやすい環
境になっています。

やまぐち市議会だより　2026.215



●山口市議会ウェブサイト
https://www.city.
yamaguchi.lg.jp/site/gikai/

●インターネット録画中継
https://cstream.c-able.
ne.jp/yamaguchi-gikai/m/

議会の内容をウェブでご覧いただけます

議会や市議会だより、ウェブサイト等をご覧になった
ご感想やご意見をお寄せください。
住　所： 〒753-8650 山口市亀山町２番１号
電　話：083-934-2854 ／ FAX：083-934-2658
メール：gikai@city.yamaguchi.lg.jp
あて先：山口市議会事務局 「議会の感想」 宛て

ご感想をお寄せください

次回定例会日程のお知らせ
（予定）

会議日 は傍聴ができます。

陳情の受付…２月４日（水）まで　請願の受付…２月10日（火）まで
● 2日 会派代表者会議
● 10日 市議会だより等編集委員会（以下、「編集委

員会」）、山口県市議会議長会臨時総会
● 20日 第157回中国市議会議長会臨時総会
● 23日 編集委員会

● ５日 全国市議会議長会第242回理事会、第120
回評議員会合同会議

● ７日 会派代表者会議、議会運営委員会、広報広
聴委員会、山口市議会活性化充実協議会

● 10日 第37回都道府県庁所在都市議長会定期総
会（～11日）

● 21日 議会運営委員会、執行部説明会、山口市議
会活性化充実協議会

● １日 第４回定例会初日（～22日最終日）
● ２日 議会運営委員会
● ８日 編集委員会
● 11日 議会運営委員会
● 18日 議会運営委員会、編集委員会
● 22日 議会運営委員会

全国各地から行政視察にお越しいただきました。
■受け入れ団体（１０月～１２月）２１団体
 10月10日 岡山県倉敷市議会
　　  15日 長崎県佐世保市議会
　　  16日 埼玉県秩父市議会
   東京都武蔵野市議会
　　  21日 大阪府茨木市議会
　　  22日 東京都目黒区議会
   栃木県大田原市議会
　　  28日 長野県長野市議会
   大阪府堺市議会
　　  29日 大分県佐伯市議会
   東京都中央区議会
　　  30日 千葉県船橋市議会
   三重県名張市議会（～31日）
 11月  ５日 埼玉県川越市議会
   山口県防府市議会
　　　 ６日 京都府木津川市議会
   兵庫県加古川市議会
　　  11日 沖縄県うるま市議会
　　  12日 北海道札幌市議会
　　  17日 静岡県伊豆の国市議会
　　  18日 奈良県橿原市議会
行政視察を通じ、本市の取組や魅力をＰＲしていきます。

議会の主な動き

おいでませ山口へ（行政視察の受け入れ）

２/15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

３/1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

日 月 火 水 木 金 土

10：00～17：00
ケーブルで生中継

本会議
（初日）
10：00～

本会議
10：00～
（一般質問・質疑）

本会議終了後
予算決算
委員会

予算決算
委員会
10：00～

教育民生
委員会
生活環境
委員会
10：00～

教育民生
委員会
生活環境
委員会
10：00～

総　務
委員会
農林建設
委員会
10：00～

総　務
委員会
農林建設
委員会
10：00～

天皇誕生日

本会議
（最終日）
10：00～

次号は５月１日発行です

編　集　後　記
　物価高騰、人口減少、防災減災に係る社会情勢に関するこ
と、行財政に関わるあれこれ、議会改革に資する議案等、今定
例会においても実にさまざまな議論が交わされました。いつ
も「やまぐち市議会だより」を手に取ってくださりありがとうご
ざいます。今後も、たゆまず市民の皆様にわかりやすい議会
情報を発信できるよう努めてまいります。（中野）

委員長　大田たける　　副委員長　中野光昭
委　員　鳥養祐矢・安河内淳朗・米本太郎・植野伸一
　　　　倉増賢治・山本敏昭・有田　敦・部谷翔大

市議会だより等編集委員会

　令和７年５月に竣工した山口市新本庁舎。12月に行
われたライトアップの様子です。新たな市政の拠点にお
いて市議会は開かれた議論と責任ある役割を果たしてま
いります。
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